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第
三
八
号

閑
著
『
出
家
と
は
な
に
か
』
(
二
九
!
三
四
頁
、
大
蔵
出
版
、

岡
現
存
す
る
広
律
の
伝
播
に
つ
い
て
)

前
項
で
記
し
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
広
律
(
完
全
な
形
を
備
え
て
い
る
律
の
こ
と
)

L

ぷ
ん
じ
ゅ
う
じ
ゅ

は
、
ω

『
パ1

リ
律
』
、ω

『
四
分
律
』
、ω
『
五
分
律
』
、
凶
『
十
諦
律
』
、
問
『
根

ま
か
そ
ぎ
り
つ

本
説
一
切
有
部
律
』
、
制
『
摩
詞
僧
抵
律
』
の
六
本
で
あ
る
。
い
ま
は
、
六
本
が
伝
播

し
た
歴
史
を
簡
単
に
記
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
律
の
内
容
や
構
成
に
つ
い
て
は
、
平
川
彰

氏
な
ど
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ω

『
パ1
リ
律
』
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
タ
イ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
の
南
方
諸
国
で
、

今
も
活
躍
し
て
い
る
パ
1

リ
上
座
部
が
、
古
来
よ
り
伝
持
し
て
き
た
律
を
い
う
。
こ
の

律
は
、
中
国
に
も
チ
ベ
ッ
ト
に
も
伝
わ
ら
な
か
っ
た
た
め
、
他
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
る

こ
と
が
な
く
、
パ
1

リ
語
の
も
の
だ
け
が
現
存
す
る
。
現
存
す
る
六
本
の
律
蔵
の
中
で

は
、
『
パ
1

リ
律
』
は
最
古
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
個
々
の
要
素
に
つ
い
て
見
る
な

ら
、
『
パ
1

リ
律
』
の
記
述
よ
り
古
い
も
の
が
、
他
の
律
の
中
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。こ

の
『
パ
1

リ
律
』
に
対
し
て
、
紀
元
五
世
紀
頃
に
も
、
同
じ
パ
1

リ
語
の
注
釈
で

ぷ
っ
と
ん

あ
る
『
サ
マ
ン
タ
・
パ

1

サ
デ
ィ
カ
l

』
が
、
仏
音
(
ブ
ッ
ダ
ゴ
1

サ
・
生
没
年
未

詳
)
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
。
こ
の
『
サ
マ
ン
タ
・
パ
1

サ
デ
ィ
カ
1

』
は
、
海
路
に

な
ん
せ
い
そ
う
ぎ
や
ぱ
つ
だ
ら

よ
っ
て
中
国
に
伝
え
ら
れ
、
南
斉
の
永
明
八
年
(
四
八
九
)
に
、
僧
伽
抜
陀
羅
(
生
没

そ
う
い
き

年
未
詳
)
と
僧
樟
(
猪
・
生
没
年
未
詳
)
が
、
『
善
見
律
毘
婆
沙
』
十
八
巻
(
『
大
正

蔵
』
第
二
十
四
巻
所
収
)
と
し
て
漢
訳
し
た
。
こ
の
『
善
見
律
毘
婆
沙
』
は
、
パ1
リ

語
文
献
が
漢
訳
さ
れ
た
数
少
な
い
一
つ
で
あ
る
。

な
お
パ
1

リ
語
は
、
中
イ
ン
ド
の
西
南
の
、
ヴ
ェ
l

デ
ィ
サ
地
方
の
古
代
方
言
で
あ

る
。
こ
の
ヴ
ェ
1

デ
ィ
サ
地
方
は
、
阿
育
王
(
ア
シ
ョ
l

カ
・
?
!
前
二
三
二
?
)
の

子
と
も
、
あ
る
い
は
弟
と
も
さ
れ
る
マ
ヒ
ン
ダ
長
老
の
母
の
生
地
で
あ
る
。
こ
の
地
方

の
仏
教
が
、
マ
ヒ
ン
ダ
に
よ
っ
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
伝
え
ら
れ
、
パ
1

リ
三
蔵
は
、
紀
元

前
一
世
紀
頃
に
ス
リ
ラ
ン
カ
を
統
治
し
て
い
た
ヴ
ア
ツ
タ
ガ

1

マ
ニ
1

・
ア
パ
ヤ
王

(
前
八
九
ー
前
七
七
在
位
)
の
時
に
、
初
め
て
文
字
に
写
さ
れ
て
聖
典
と
し
て
成
立
し

た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
上
座
部
仏
教
は
、
十
世
紀
頃
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
伝
え
ら
れ
、
十

三
世
紀
以
後
に
は
、
次
第
に
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
な
ど
に
も
伝
え
ら
れ
て
栄

え
、
タ
イ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
国
教
的
地
位
を
得
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

ω

『
四
分
律
』
は
、
上
座
部
系
の
一
派
で
あ
る
、
法
蔵
部
が
伝
持
し
た
律
で
あ
る
。

愛
知
学
院
大
学
文
学
部

高己

要

一
九
九
九
年
九
月
)
。
》

ょ
う
し
ん

法
蔵
部
は
、
消
滅
し
て
お
り
現
存
し
な
い
。
そ
の
法
蔵
部
の
律
が
、
挑
秦
の
弘
始
十
二

ー
十
四
年
(
四
一
O
ー
四
一
一
一
)
の
聞
に
、
長
安
で
仏
陀
耶
舎
(
生
没
年
未
詳
)
と
竺

仏
念
(
生
没
年
未
詳
)
に
よ
っ
て
『
四
分
律
』
六
十
巻
(
『
大
正
蔵
』
第
二
十
二
巻
所

収
)
と
し
て
漢
訳
さ
れ
た
。

『
四
分
律
』
は
、
内
容
が
理
解
し
や
す
く
、
訳
文
も
優
れ
て
い
た
の
で
、
中
国
に
お

は
っ
そ
う

け
る
戒
律
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
。
北
貌
時
代
(
三
八
六
ー
五
五
六
)
に
は
、
法
聡

(
生
没
年
未
詳
)
が
『
四
分
律
』
を
講
じ
、
四
分
律
宗
を
聞
い
た
。
つ
い
で
道
覆
(
生せん
ぷ

没
年
未
詳
)
や
慧
光
(
四
六
八
l

五
三
七
)
が
、
疏
を
作
っ
て
『
四
分
律
』
を
宣
布

し
、
唐
代
に
は
終
南
山
で
活
躍
し
た
道
宣
(
五
九
六
ー
六
六
七
)
に
よ
っ
て
、
四
分
律

宗
の
教
理
が
確
立
さ
れ
た
。
道
宣
の
律
宗
を
、
後
に
は
「
南
山
律
宗
」
と
い
い
、
こ
れ

が
四
分
律
宗
の
正
系
と
な
っ
た
が
、
そ
の
伝
統
は
、
鑑
真
(
六
八
八
ー
七
六
三
)
に

よ
っ
て
日
本
に
も
伝
わ
っ
た
。
な
お
、
わ
ず
か
で
あ
る
が
『
四
分
律
』
の
党
語
断
片
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。

み
し
ゃ

ω

『
五
分
律
』
三
十
巻
(
『
大
正
蔵
』
第
二
十
二
巻
所
収
)
は
、
正
式
名
を
『
弥
沙

そ
く
ぶ
わ
け
い

塞
部
和
酪
五
分
律
』
と
い
う
。
化
地
部
と
い
う
部
派
が
伝
持
し
た
律
で
あ
り
、
普
通
は

み
し
や
そ
く

『
五
分
律
』
と
略
称
す
る
。
化
持
部
は
、
弥
沙
塞
部
と
も
い
う
。
こ
の
部
派
は
、
イ
ン

ド
の
カ
シ
ュ
ミ

1

ル
地
方
に
強
固
な
基
盤
を
も
っ
た
説
一
切
有
部
か
ら
分
か
れ
た
小
乗

部
派
で
あ
る
が
、
経
量
部
的
な
面
も
あ
り
、
大
乗
的
な
傾
向
も
あ
っ
た
と
い
う
。
『
五

分
律
』
は
、
法
顕
(
三
三
九
?
ー
四
二
O
?
)
が
師
子
園
(
ス
リ
ラ
ン
カ
)
か
ら
将
来

け
い
へ
い
げ
ん
か

し
て
、
宋
の
景
平
元
年
l

元
嘉
元
年
(
四
二
三
ー
四
二
四
)
に
、
仏
陀
什
(
生
没
年
未

詳
)
と
竺
道
生
(
一
二
五
五
ー
四
三
四
)
が
漢
訳
し
た
。

凶
『
十
諦
律
』
六
十
一
巻
(
『
大
正
蔵
』
第
二
十
三
巻
所
収
)
は
、
「
薩
婆
多
部
十
調

律
』
と
も
、
『
薩
婆
多
律
』
と
も
い
う
。
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
教
の
体
系
を
発
展
さ
せ
た
部

派
と
し
て
名
高
い
、
説
一
切
有
部
が
伝
持
し
た
律
で
あ
る
。

ょ
う
し
ん
ふ
つ
に
や
た
ら

中
国
に
お
け
る
『
十
謂
律
』
の
訳
出
事
情
は
、
複
雑
で
あ
る
。
挑
秦
の
弗
若
多
羅

(
生
没
年
未
詳
)
が
、
『
十
諦
律
』
の
全
体
の
三
分
の
二
を
請
出
し
て
没
し
た
た
め
、
鳩

Y
」
'
ん
念
品
咽
ムV
+
り

摩
羅
什
(
三
四
四
ー
四
二
ニ
・
三
五
O
ー
四
O
九
)
が
、
曇
摩
流
支
(
四
O
五
?

ー
?
)
が
も
た
ら
し
た
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
残
余
を
訳
し
た
。
し
か
し
、
未
完
成
の
ま

ひ
ま
ら
し
ゃ

ま
羅
什
も
没
し
た
の
で
後
に
、
卑
摩
羅
叉
(
?
ー
四
O
六
?
)
が
補
訂
し
た
。
『
十
諦

律
』
は
、
中
国
で
は
詳
細
に
書
か
れ
た
戒
律
書
で
あ
り
、
最
初
期
の
漢
訳
で
あ
っ
た
た

め
、
翻
訳
当
初
か
ら
よ
く
研
究
さ
れ
、
注
釈
書
が
多
く
著
わ
さ
れ
、
後
に
続
く
戒
律
書
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の
訳
語
や
訳
文
に
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
『
十
諦
律
』
の
本
文
に
は
、
煩
雑
な
記

述
が
あ
る
た
め
、
次
第
に
『
四
分
律
』
の
影
に
隠
れ
た
。
ま
た
、
『
十
諦
律
』
に
は
漢

訳
以
外
に
も
、
か
な
り
の
量
の
党
語
写
本
や
、
ク
チ
ャ
語
な
ど
西
域
言
語
の
写
本
断
片

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

山
間
『
根
本
説
一
切
有
部
律
』
五
十
巻
(
『
大
正
蔵
』
第
二
十
三
巻
所
収
)
は
、
『
根
本

説
一
切
有
部
毘
那
耶
』
と
も
、
『
根
本
有
部
律
』
と
も
い
う
。
『
根
本
説
一
切
有
部
律
』

は
、
説
一
切
有
部
の
一
分
派
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
根
本
説
一
切
有
部
が
伝
持
し
た
律

で
あ
る
。

説
一
切
有
部
と
根
本
説
一
切
有
部
と
の
関
係
は
、
未
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
前

者
は
イ
ン
ド
の
カ
シ
ュ
ミ
1

ル
地
方
を
本
拠
地
と
し
て
お
り
、
後
者
は
中
イ
ン
ド
を
根

拠
と
し
た
有
部
系
の
グ
ル
ー
プ
と
す
る
学
者
の
意
見
も
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
は
定
か

で
な
い
。
ま
た
本
庄
良
文
氏
に
よ
れ
ば
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
教
の
体
系
を
構
築
し
た
の

は
、
後
者
の
根
本
説
一
切
有
部
で
は
な
い
か
と
い
う
。

『
根
本
説
一
切
有
部
律
』
は
、
有
部
が
伝
持
し
た
律
を
、
チ
ベ
ッ
ト
が
仏
教
を
導
入

す
る
際
に
輸
入
し
て
以
来
、
今
日
で
も
チ
ベ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
律
は
、

八
世
紀
初
頭
、
義
浄
(
六
三
五
ー
七
一
三
)
に
よ
っ
て
一
旦
は
全
て
漢
訳
さ
れ
る
が
、

そ
の
後
一
部
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
律
を
実
際
に
用
い
て
い
る
チ

ベ
ッ
ト
に
は
、
党
語
か
ら
訳
さ
れ
た
完
全
な
形
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
更

に
、
二
十
世
紀
初
頭
に
、
『
根
本
説
一
切
有
部
律
』
の
大
量
の
党
語
写
本
が
発
見
さ

れ
、
党
・
漢
・
チ
ベ
ッ
ト
の
三
本
を
対
照
で
き
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

的
問
『
摩
詞
僧
抵
律
』
四
十
巻
(
『
大
正
蔵
』
第
二
十
二
巻
所
収
)
は
、
唯
一
、

大
衆
部
系
の
部
派
が
伝
持
し
た
律
で
あ
る
。
大
衆
部
は
仏
滅
後
、
百
年
頃
成
立
し
た
部

派
で
、
保
守
派
の
上
座
部
と
対
立
し
た
た
め
、
進
歩
改
革
派
と
も
、
進
歩
派
と
も
称
さ

れ
る
が
、
後
の
大
乗
仏
教
と
も
深
く
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
内
容
に

つ
い
て
見
る
と
、
律
儀
行
儀
に
関
し
て
は
、
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
五
分
律
』
を
中
国
に
も
た
ら
し
た
法
顕
(
三
三
九
?
l

四
二
O
?
)
が
、
入
竺
し

た
際
に
、
マ
ガ
タ
の
パ
1

タ
リ
プ
ト
ラ
(
現
在
の
パ
ト
ナ
)
に
あ
る
阿
育
王
塔
天
精
舎

(
あ
る
い
は
摩
詞
街
僧
伽
藍
)
で
、
本
書
の
原
典
を
入
手
・
書
写
し
て
中
国
に
持
ち
帰

り
、
東
晋
の
義
照
十
二
年
!
十
四
年
(
四
一
六
ー
四
一
八
)
に
、
仏
陀
政
陀
羅
(
三
五

九
ー
四
二
九
)
と
共
に
翻
訳
し
た
。
『
摩
詞
僧
抵
律
』
は
、
中
国
に
お
い
て
は
、
『
十
諦

律
』
『
四
分
律
』
の
後
に
訳
出
さ
れ
た
が
、
『
摩
詔
僧
抵
律
』
の
組
織
が
乱
雑
で
理
解
が

『
次
第
禅
門
』
の
研
究
(
七
)
(
大
野
)

容
易
で
な
か
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
普
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

『
摩
詞
僧
砥
律
』
に
は
、
党
語
写
本
の
断
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
摩
詞
僧

抵
律
』
の
仏
伝
部
分
が
別
出
し
て
巨
大
化
し
た
と
い
わ
れ
る
『
大
事
(
マ
ハ1
ヴ
ア
ス

ト
ゥ
・
ア
ヴ
ァ
ダ

l

ナ
)
』
は
、
仏
伝
文
学
の
最
重
要
資
料
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
《
平
川

彰
著
『
律
蔵
の
研
究
I

、
及
び
H
l
l

平
川
彰
著
作
集
第
九
巻
、
及
び
第
一

O
巻

|
|
』
(
春
秋
社
、
一
九
九
九
年
六
月
、
及
び
二
0
0
0
年
二
月
)
。
佐
藤
密
雄
著
『
原

始
仏
教
教
団
の
研
究
』
(
山
喜
房
併
書
林
、
一
九
六
三
年
三
月
)
。
土
橋
秀
高
著
『
戒
律

の
研
究
、
及
び
第
一
一
』
(
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
O
年
五
月
、
一
九
八
二
年
十
一
月
)
。

本
庄
良
文
稿
「
シ
ャ
マ
タ
デ
1

ヴ
ァ
の
伝
え
る
律
典
」
(
『
仏
教
研
究
』
第
十
六
号
、
一

九
八
七
年
三
月
)
。
佐
々
木
閑
著
『
出
家
と
は
な
に
か
』
(
大
蔵
出
版
、
一
九
九
九
年
九

月
)
。
》

参
考
|
|
「
大
乗
仏
教
と
戒
律
」
に
つ
い
て

前
項
ま
で
は
主
と
し
て
、
釈
尊
在
世
当
時
の
原
始
仏
教
や
、
部
派
仏
教
で
説
く

「
戒
」
な
い
し
「
律
」
の
大
略
を
概
観
し
た
が
、
本
項
で
は
、
紀
元
前
後
に
成
立
し
た

大
乗
仏
教
に
お
け
る
戒
律
に
つ
い
て
記
す
。

み
ず
ま
ろ

な
お
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
大
野
法
道
氏
や
石
田
瑞
磨

す
え
き
ふ
み
ひ
こ

氏
な
ど
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
森
章
司
氏
と
末
木
文
美
土
氏
な
ど
の
論
孜
を

参
照
し
て
、
イ
ン
ド
の
大
乗
仏
教
か
ら
日
本
仏
教
へ
の
戒
律
の
流
れ
の
梗
概
を
記
す
。

ω

「
大
乗
仏
教
に
は
、
独
自
の
戒
律
が
あ
っ
た
か
」

確
か
に
大
乗
仏
教
に
は
戒
は
あ
る
が
、
律
蔵
と
し
て
実
際
上
の
細
か
い
運
用
規
則
ま

で
を
含
む
よ
う
な
体
系
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
。
大
乗
仏
教
が
も
し
独
自
の
教
団
を
も
っ

た
と
す
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
規
則
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
い
以
上
、
独
自
の
教

団
組
織
は
持
ち
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
『
仏
蔵
経
』
巻
上
・
巻
下
(
『
大
正
蔵
』
一
五
・
七
八
七c
・
八
O

一
b
)

に
は
、
「
出
家
は
具
足
戒
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
か
、
「
未
来
の
世
に
お
い
て
も
比

丘
は
、
よ
く
二
百
五
十
戒
を
護
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
ま
た
同
様
の
趣
旨

で
あ
る
が
、
『
慧
上
菩
薩
問
大
善
権
経
』
(
『
大
正
蔵
』
二
了
一
五
七
a
)
に
は
、
「
得

解
脱
と
は
、
す
な
わ
ち
二
百
五
十
戒
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
大
乗
仏
教

を
信
奉
す
る
人
で
も
、
授
戒
は
部
派
の
戒
律
に
従
っ
て
戒
を
受
け
、
教
団
組
織
的
に
は

部
派
か
ら
分
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ω

「
大
乗
の
戒
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀

そ
の
代
表
的
な
も
の
に
、
初
期
大
乗
経
典
(
紀
元
前
後
か
ら
三
世
紀
)
に
属
す
る
、

『
六
十
巻
華
厳
経
』
巻
第
十
八
(
『
大
正
蔵
』
九
・
五
一
三
a

ー

b
)
や
『
八
十
巻
華
厳

経
』
巻
第
二
十
七
(
『
大
正
蔵
』
一
0

・
一
四
九
b
I
C
)
や
、
中
期
大
乗
経
典
(
約

四
世
紀
か
ら
六
世
紀
)
に
属
す
る
、
職
伽
行
派
の
初
期
の
文
献
で
、
四
世
紀
頃
に
成
立

さ
ん
じ
ゅ
じ
よ
う
か
い

し
た
『
瑞
伽
師
地
論
』
な
ど
に
説
く
、
「
三
緊
浄
戒
」
が
あ
る
。

三
緊
浄
戒
は
、
各
経
に
よ
っ
て
訳
語
や
用
語
は
異
な
る
が
、
戒
の
は
た
ら
き
と
し
て

自
ら
の
悪
を
止
め
る
「
止
悪
て
善
い
行
為
を
実
践
す
る
「
修
善
」
・
他
の
衆
生
に
利
益

し
ょ
う
り
つ
ぎ

を
与
え
る
「
利
他
」
の
三
つ
が
あ
る
と
し
て
、
摂
律
儀
戒
・
摂
善
法
戒
・
摂
衆
生
戒

の
三
つ
を
立
て
る
。
「
摂
律
儀
戒
」
は
、
一
切
の
悪
を
断
ず
る
た
め
に
戒
や
律
の
禁
制

を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
「
摂
善
法
戒
」
は
、
一
切
の
善
を
積
極
的
に
実
践
す
る
こ
と
を

い
い
、
「
摂
衆
生
戒
」
は
、
一
切
の
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、

具
体
的
な
生
活
規
則
と
し
て
の
戒
律
は
、
摂
律
儀
戒
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
全
体

と
し
て
は
、
具
体
的
な
規
則
で
は
な
く
、
精
神
的
な
態
度
に
関
す
る
誓
い
の
よ
う
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

ぽ
ん
も
う

も
う
一
つ
東
ア
ジ
ア
で
用
い
ら
れ
た
主
要
な
大
乗
戒
に
、
『
究
網
経
』
(
『
大
正
蔵
』

第
二
十
四
巻
所
収
)
に
説
く
、
「
党
網
戒
」
が
あ
る
。
『
党
網
経
』
は
、
五
世
紀
末
に
中

国
の
南
朝
で
撰
述
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
具
体
的
な
戒
の
条
目
を
挙

げ
て
い
る
。
「
党
網
戒
」
は
、
十
の
大
き
な
戒
と
、
四
十
八
の
細
か
い
戒
に
な
っ
て
お

り
、
一
般
的
に
は
「
十
重
四
十
八
軽
戒
」
と
い
い
、
十
の
重
い
罪
を
犯
さ
な
い
こ
と

と
、
四
十
八
の
軽
い
罪
を
犯
さ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
十
重
四
十
八
軽
戒
は
、
条
目

の
数
も
、
『
四
分
律
』
に
説
く
具
足
戒
の
二
百
五
十
戒
よ
り
少
な
い
が
、
内
容
的
に
も

具
足
戒
と
は
随
分
異
な
る
。

例
え
ば
、
「
十
重
戒
」
の
最
初
の
四
つ
は
、
不
殺
生
・
不
倫
盗
・
不
邪
姪
・
不
妄
語

ふ
こ
し
ゅ

で
あ
る
が
、
第
五
は
不
飲
酒
で
は
な
く
、
酒
を
売
っ
て
は
な
ら
な
い
「
不
酷
酒
」
に

な
っ
て
お
り
、
不
飲
酒
は
四
十
八
軽
戒
の
方
に
入
っ
て
い
る
。
以
下
、
第
六
は
比
丘
・

比
丘
尼
の
悪
口
を
言
つ
て
は
い
け
な
い
「
不
説
過
」
、
第
七
は
自
分
を
褒
め
て
他
人
を

諮
っ
て
は
い
け
な
い
「
不
自
讃
段
他
」
、
第
八
は
教
法
や
財
物
を
惜
し
ま
な
い

ふ
け
ん
ほ
う
ざ
い
い
き
ど
お
ふ
し
ん
い

「
不
樫
法
財
」
、
第
九
は
憤
つ
て
は
い
け
な
い
「
不
眠
圭
色
、
第
十
は
三
宝
を
誇
っ
て

は
い
け
な
い
「
不
詩
三
宝
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
戒
は
、
自
分
で
守
る
だ
け
で
な
く
、

他
人
に
も
そ
の
よ
う
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
こ
れ
ら
は
修
行
生
活
上
の
規
則
と
い
う
よ
り
は
、
「
菩
薩
と
し

要

第
三
八
号

て
の
精
神
的
な
心
構
え
」
に
近
い
。
「
十
重
四
十
八
軽
戒
」
だ
け
で
は
、
僧
団
(
教

団
)
を
運
営
し
て
い
く
の
に
不
十
分
で
あ
る
し
、
必
ず
し
も
出
家
者
向
け
と
い
う
わ
け

で
な
く
、
む
し
ろ
在
家
・
出
家
者
の
両
方
に
適
用
可
能
な
条
目
が
少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
大
乗
戒
は
、
僧
団
を
運
営
し
て
い
く
の
に
不
十
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、

実
際
イ
ン
ド
で
大
乗
戒
に
従
っ
た
、
大
乗
教
団
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

中
国
で
も
や
は
り
大
乗
戒
だ
け
で
授
戒
し
、
教
団
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
『
党
網
経
』
を
羅
什
(
三
四
四
ー
四
二
ニ
・
三
五O
ー
四
O

九
)
が
訳
出
し
た
と
仮
託
さ
れ
て
か
ら
は
、
智
頭
(
五
三
八
ー
五
九
七
)
が
『
菩
薩
経

義
疏
』
や
、
華
厳
宗
三
祖
の
法
蔵
(
六
四
三
ー
七
二
一
)
が
『
党
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』

な
ど
の
注
釈
書
を
多
数
著
わ
し
た
。
中
国
に
将
来
さ
れ
た
大
乗
戒
の
う
ち
で
、
こ
の

『
党
網
経
』
が
中
心
と
な
っ
て
流
布
し
た
。
し
か
し
、
東
晋
時
代
(
二
二
七
ー
四
二

O
)
に
、
『
四
分
律
』
『
五
分
律
』
『
十
謂
律
』
『
摩
詞
僧
抵
律
』
な
ど
の
律
蔵
が
、
中
国

で
漢
訳
さ
れ
る
と
戒
律
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
と
な
り
、
『
四
分
律
』
に
よ
る
小
乗
戒

(
南
山
律
宗
の
道
宣
)
と
、
大
乗
戒
(
党
網
戒
)
が
併
用
さ
れ
、
惰
・
唐
以
後
は
、
一

方
だ
け
を
用
い
る
こ
と
は
な
く
、
基
本
的
に
授
戒
は
『
四
分
律
』
に
従
い
、
同
時
に
党

網
戒
も
授
け
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
出
家
者
は
菩
薩
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

党
網
戒
は
、
在
家
者
に
も
共
通
す
る
要
素
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
在
家
者
に
対
す
る

授
戒
に
も
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
『
四
分
律
』
を
採
用
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
、
イ
ン
ド
の
風
土
や
習
慣
に
基
づ
く
戒
律
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
全
く
風
土
や
習
慣

が
異
な
る
中
国
で
は
、
実
際
は
不
可
能
で
、
必
ず
し
も
文
字
通
り
実
践
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
寒
い
中
国
で
は
「
糞
掃
衣
」
一
枚
で
は
、
と
て
も
寒
さ
が
し
の
げ

な
い
。
ま
た
、
た
び
た
び
の
戦
乱
や
破
仏
に
よ
っ
て
、
教
団
存
続
の
危
機
に
見
舞
わ

れ
、
托
鉢
に
よ
る
食
糧
確
保
が
困
難
に
な
る
と
、
自
給
自
足
の
体
制
が
と
ら
れ
た
。
百

丈
懐
海
(
七
四
九
ー
八
一
四
)
は
、
「
一
日
作
さ
ざ
れ
ば
、
一
日
食
う
べ
か
ら
ず
」
と

い
う
言
葉
は
有
名
で
あ
る
。
百
丈
は
戒
律
に
替
わ
り
、
中
国
の
風
土
に
合
い
、
ま
た
禅

宗
の
修
行
に
相
応
し
い
実
践
的
な
生
活
規
範
の
『
百
丈
清
規
』
を
制
定
し
た
。
従
来
、

律
院
に
あ
っ
た
禅
宗
は
、
こ
の
清
規
の
制
定
に
よ
っ
て
、
独
立
し
た
生
活
規
則
を
確
立

し
、
天
下
の
禅
院
は
こ
れ
に
倣
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
中
国
で
は
、
『
四
分
律
』
を
そ
の
ま
ま
遵
守
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
授
戒

と
い
う
入
門
儀
礼
に
用
い
る
と
い
う
性
格
を
強
く
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
授
戒
を
受
け
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る
と
、
「
戒
体
」
と
い
う
力
が
具
わ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
善
を
修
め
、
悪
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
力
を
得
る
授
戒
の
儀
式
が
、
重
要
な
意
味
を
も
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

ω

「
日
本
に
入
っ
て
戒
律
は
ど
う
な
っ
た
か
」

日
本
仏
教
の
初
期
の
段
階
で
は
、
ま
だ
正
式
の
授
戒
の
儀
式
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

じ
せ
い

ず
、
「
自
誓
受
戒
」
と
い
っ
て
、
仏
像
の
前
で
自
分
で
戒
を
保
つ
こ
と
を
誓
っ
て
い
た
。

律
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
僧
団
・
教
団
が
成
立
す
る
の
に
は
、
少
な
く
と
も
四
人
の
比

丘
(
ま
た
は
比
丘
尼
)
が
必
要
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
最
低
四
人
の
修
行
者
が
集
団
で

日
本
に
移
住
し
、
そ
こ
で
僧
団
の
空
間
領
域
で
あ
る
「
界
」
を
設
定
し
た
時
点
で
、
初

め
て
僧
団
が
日
本
に
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
有
効
な
受
戒
儀
式
が

さ
ん
し
し
ち
し
よ
う

成
立
す
る
た
め
に
は
、
「
三
師
七
証
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
三
人
の
師
匠
と
七
人
の
証

明
者
か
ら
成
る
、
最
低
十
人
(
比
丘
僧
団
の
場
合
、
辺
境
地
で
は
三
師
二
証
の
五
人
)

の
修
行
者
が
必
要
と
い
う
規
定
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
の
人
数
が
い
な
け
れ
ば
、
受

戒
儀
式
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
で
新
た
な
修
行
者
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
地
元

の
人
間
が
新
た
な
修
行
者
と
し
て
、
僧
団
に
参
入
し
て
こ
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
そ
の
僧

団
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。

従
っ
て
、
僧
団
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
最
低
五
人
の
比
丘
が
揃
っ
て
日
本
に
渡
来

し
、
「
界
」
を
設
定
し
て
僧
団
を
作
り
、
し
か
も
正
式
な
受
戒
作
法
に
の
っ
と
っ
て
、

次
々
に
日
本
人
の
比
丘
な
い
し
比
丘
尼
を
生
み
出
す
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
、
完
全
に
整

え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

て
ん
び
ょ
う
し
よ
う
ほ
う

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
整
備
は
、
天
平
勝
宝
六
(
七
五
四
)
年
に
渡
来
し
て
、

東
大
寺
大
仏
殿
の
前
に
戒
壇
を
立
て
て
、
授
戒
を
行
な
っ
た
鑑
真
(
六
八
八
l

七
六

一
ニ
)
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
。
翌
年
に
は
、
大
仏
殿
の
西
に
正
規
な
戒
壇
院

が
建
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
下
野
の
薬
師
寺
と
筑
前
の
観
世
音
寺
に
も
戒
壇
が
設
け
ら

れ
、
東
大
寺
と
共
に
「
日
本
三
戒
壇
」
と
称
さ
れ
、
「
官
僧
」
に
な
る
に
は
、
三
戒
壇

の
い
ず
れ
か
で
受
戒
す
る
制
度
が
、
国
家
管
理
の
も
と
で
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
鑑
真

は
、
「
四
分
律
』
に
基
づ
く
出
家
者
の
戒
を
伝
え
る
と
共
に
、
党
網
戒
を
も
伝
え
、
こ

れ
を
聖
武
天
皇
(
七
二
四
ー
七
四
九
)
や
貴
族
達
に
授
け
た
。

こ
う
し
て
日
本
に
本
格
的
な
戒
律
が
伝
え
ら
れ
た
が
、
鑑
真
が
渡
来
す
る
以
前
の
古

代
に
お
い
て
は
、
得
度
と
授
戒
を
許
可
す
る
権
限
は
、
国
家
が
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
は

中
国
の
制
度
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
家
が
僧
団
に
対
し
て
、
律
令
の
中
で
僧
尼

『
次
第
禅
門
』
の
研
究
(
七
)
(
大
野
)

の
あ
り
方
を
規
定
す
る
「
僧
尼
令
」
に
よ
っ
て
統
制
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
寺

院
や
僧
団
を
国
家
が
保
護
し
、
鎮
護
国
家
の
た
め
祈
祷
を
行
な
わ
せ
る
国
家
仏
教
と
い

う
形
態
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
正
式
な
得
度
や
授
戒
を
経
な
い
で
、
自
分

勝
手
に
出
家
し
て
寺
院
に
入
る
「
私
度
僧
」
と
呼
ば
れ
る
僧
も
多
く
、
ま
た
得
度
を
し

な
い
優
婆
塞
の
ま
ま
で
活
動
を
し
た
り
、
得
度
は
し
て
も
授
戒
ま
で
進
ま
ず
、
沙
弥
の

え
ん
の
う
ば
そ
く
え
ん
の

ま
ま
で
活
動
す
る
場
合
も
多
か
っ
た
。
修
験
道
の
担
と
さ
れ
る
役
優
婆
塞
(
役

行
者
・
?
ー
六
九
九
?
)
や
、
橋
梁
架
設
な
ど
の
社
会
事
業
に
尽
力
し
た
行
基
(
六

六
八
ー
七
四
九
)
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
で
は
、
も
と
も
と
戒
律
に
ル
ー
ズ
な
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

え
ん

な
動
向
を
一
層
加
速
さ
せ
た
の
が
、
最
澄
(
七
六
七
l

八
二
二
)
に
よ
る
大
乗
戒
(
円

ど
ん頓

戒
)
の
採
用
で
あ
る
。
最
澄
は
、
晩
年
、
自
分
の
弟
子
達
が
受
戒
の
た
め
に
奈
良
の

東
大
寺
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
こ
な
い
状
況
を
憂
え
て
、
自
分
の
住
む
比
叡
山
に

戒
壇
を
作
る
こ
と
を
許
可
す
る
よ
う
に
朝
廷
に
は
た
ら
き
か
け
た
。
そ
の
際
、
従
来
の

授
戒
が
『
四
分
律
』
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
『
四
分
律
』
が
小
乗
仏
教

の
部
派
の
戒
律
で
あ
る
か
ら
、
大
乗
の
授
戒
と
し
て
は
適
切
で
は
な
く
、
大
乗
独
自
の

さ
ん
げ
が
く
し
よ
う
し
き

戒
で
あ
る
「
党
網
戒
」
に
よ
る
べ
き
だ
と
、
『
山
家
学
生
式
』
や
『
顕
戒
論
』
な
ど
で

主
張
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
『
四
分
律
』
に
党
網
戒
を
併
せ
て
授
け
る
こ
と
は
、
中
国
に
お
い

て
も
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
党
網
戒
だ
け
を
授
け
る
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
ど
こ
に
も

し
ん
き

な
く
、
最
澄
の
新
奇
な
主
張
で
あ
っ
た
。
発
網
戒
は
、
菩
薩
の
精
神
的
な
心
構
え
を
述

べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
戒
律
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
党
網
戒
は
、
在

家
の
人
に
も
授
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
は
出
家
者
と
在
家
者
と
を
分
け
る
根

拠
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
最
澄
自
身
は
そ
れ
を
「
真
俗
一
貫
」
と
呼
ん

で
、
む
し
ろ
積
極
的
に
評
価
し
た
。

最
澄
の
主
張
は
、
彼
の
死
後
七
日
に
し
て
許
可
さ
れ
、
弘
仁
十
三
年
(
八
二
二
)
に

は
、
比
叡
山
に
「
大
乗
戒
壇
」
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
は
確
か
に
画
期
的
な
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
生
活
規
則
と
な
り
得
ず
、
ま
た
在
家
者
と
の
区
別
も
つ
か
な
い

戒
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
も
と
も
と
弱
か
っ
た
日
本
の
戒
律
の
力
を
一
層
弱
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

ま
た
「
真
俗
一
貫
」
の
戒
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
出
家
と
在
家
と
の
区
別
は
、

一
層
暖
昧
と
な
っ
た
。
最
澄
以
後
、
弟
子
の
光
定
(
七
七
八
ー
八
五
八
)
に
よ
っ
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第
三
八
号

て
、
戒
は
外
側
の
生
活
の
規
律
で
は
な
く
、
大
乗
仏
教
の
精
神
を
も
っ
て
生
活
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
心
に
戒
が
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
「
一
心
戒
」
が
主
張
さ
れ
た
。
こ

う
し
て
、
戒
の
実
質
的
な
意
味
は
、
ま
す
ま
す
希
薄
化
し
、
精
神
的
な
心
構
え
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

え
い
そ
ん

そ
の
後
、
覚
盛
(
二
九
四
ー
一
二
四
九
)
や
叡
尊
三
二

O

一
l

一
二
九
O
)

お
ん
頃
」
う

や
慈
雲
飲
光
(
一
七
一
八
ー
一
八
O
四
)
ら
に
よ
っ
て
、
戒
律
復
興
運
動
が
何
度
か
行

な
わ
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
戒
は
ま
す
ま
す
形
式
化
し
、
出
家
者
が
結
婚
し
て
世
俗

生
活
を
営
む
の
も
当
た
り
前
の
こ
と
と
な
っ
た
。
浄
土
真
宗
の
開
祖
で
あ
る
親
鷺
(
一

一
七
三
ー
一
二
六
二
)
が
、
公
然
と
妻
帯
し
、
「
非
僧
非
俗
」
を
主
張
し
た
の
は
、
最

澄
の
「
真
俗
一
貫
」
を
更
に
一
歩
推
し
進
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
四
月
に
、
「
肉
食
・
妻
帯
・
蓄
髪
は
勝
手
た
る
べ

き
」
と
い
う
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
、
元
々
妻
帯
化
し
て
い
た
浄
土
真
宗
以
外
の
各
宗

派
で
は
、
僧
侶
の
妻
帯
化
が
徐
々
に
行
な
わ
れ
、
公
然
と
肉
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
も
っ
と
も
、
明
治
五
年
以
前
に
も
、
戒
律
を
守
っ
て
い
た
か
に
疑
わ
し
い
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
年
代
(
一
八
九
七
ー
一
九

O
六
)
に
な
る
と
、
全
て
の
宗
派

で
一
般
化
し
て
い
き
、
僧
侶
の
妻
帯
と
寺
院
の
世
襲
化
は
、
日
本
仏
教
の
特
徴
の
一
つ

に
な
っ
た
。

「
無
戒
」
仏
教
と
な
っ
て
、
持
つ
べ
き
戒
律
の
意
識
も
喪
失
し
た
現
代
に
お
い
て

は
、
日
本
の
仏
教
は
、
出
家
者
で
も
家
庭
を
も
ち
、
世
俗
生
活
を
営
む
の
が
普
通
で
あ

り
、
「
全
て
の
宗
派
が
親
鷺
化
し
た
」
と
批
判
さ
れ
る
。

こ
れ
は
確
か
に
、
あ
ま
り
に
も
日
本
以
外
の
他
の
仏
教
圏
の
仏
教
と
は
か
け
離
れ
た

有
り
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
分
、
日
本
の
仏
教
は
世
俗
化
し
て
社
会
の
中
に
溶
け

込
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
面
も
あ
る
し
、
ま
た
、
戒
律
が
骨
抜
き
に
さ
れ
た
日
本
に

お
い
て
は
、
本
来
は
、
生
前
中
に
戒
律
を
授
か
っ
て
、
仏
教
徒
と
し
て
そ
れ
を
遵
守
す

る
誓
い
を
立
て
た
人
だ
け
に
与
え
ら
れ
る
「
戒
名
」
が
、
葬
儀
の
時
に
急
に
登
場
し

て
、
死
後
に
授
戒
さ
せ
ら
れ
、
更
に
は
莫
大
な
値
段
で
「
戒
名
料
」
が
請
求
さ
れ
る
と

い
う
奇
妙
な
現
象
も
起
き
て
い
る
。

我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
事
実
と
し
て
認
め
た
上
で
、
現
代
に
お
け
る
戒
律
の

意
義
と
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
復
興
に
つ
い
て
、
真
撃
な
態
度
で
学
び
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
仏
教

の
戒
律
に
関
す
る
学
問
的
な
昂
揚
と
、
現
代
に
お
け
る
実
践
的
な
議
論
の
活
性
化
を
目

愛
知
学
院
大
学
文
学
部

紀

要

指
し
て
、
平
成
十
三
年
(
二
O
O

一
)
に
は
、
真
言
律
宗
総
本
山
西
大
寺
内
に
事
務
局

を
置
く
「
戒
律
文
化
研
究
会
」
が
発
足
し
た
。
今
後
の
同
学
会
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
。
《
大
野
法
道
著
『
大
乗
戒
経
の
研
究
』
(
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
五
三
年
三
月
)
。

平
川
彰
著
『
日
本
仏
教
と
中
国
仏
教
|
|
平
川
彰
著
作
集
第
八
巻
|
|
』
(
春
秋
社
、

一
九
九
一
年
十
一
月
)
。
佐
藤
達
玄
著
『
中
国
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
研
究
』
(
木
耳

社
、
一
九
八
六
年
十
二
月
)
。
石
田
瑞
磨
著
『
日
本
仏
教
思
想
研
究
・
戒
律
の
研
究

上
、
及
び
下
』
(
法
蔵
館
、
一
九
八
六
年
九
月
、
同
年
十
二
月
)
。
森
章
司
稿
「
戒
律
概

説
」
(
森
章
司
編
「
戒
律
の
世
界
』
北
辰
堂
、
一E

p
i
a
-
六
O
頁
、
一
九
八
三
年
五
月
)
。
佐

藤
弘
夫
稿
「
仏
教
教
団
と
宗
教
生
活
」
(
山
折
哲
雄
編
『
講
座
仏
教
の
受
容
と
変
容

六
・
日
本
編
』
佼
成
出
版
社
、
七
九
ー
一
O
七
頁
、
一
九
九
一
年
十
一
月
)
。
末
木
文

美
士
著
『
仏
教
思
想
』
(
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
O

一
ー
一
O
六
頁
、
一
九
九
七

年
三
月
)
。
佐
々
木
閑
稿
「
仏
教
に
お
け
る
律
蔵
の
役
割
」
(
『
戒
律
文
化
』
創
刊
号
、

す
え
き
ふ
み
ひ
こ

二
O
O
二
年
三
月
)
。
多
国
孝
正
・
末
木
文
美
士
編
『
現
代
戒
想
|
|
出
家
と
在
家
の

け
ん
じ

は
ざ
ま
で
l
|
|
』
(
仏
教
タ
イ
ム
ス
、
二
O
O
四
年
五
月
)
。
松
尾
剛
次
編
『
思
想
の
身

体
・
戒
の
巻
』
(
春
秋
社
、
二
O
O
六
年
八
月
)
。
》

な
お
昔
か
ら
仏
教
で
は
、
出
家
者
が
一
人
前
の
僧
に
な
る
た
め
に
は
、
「
戒
壇
」
と

い
う
壇
状
に
な
っ
て
い
る
施
設
で
、
有
資
格
者
の
僧
か
ら
具
足
戒
、
す
な
わ
ち
比
丘
の

場
合
は
二
百
五
十
戒
を
、
比
丘
尼
の
場
合
は
三
百
四
十
八
戒
、
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
戒
壇
の
変
遷
史
に
つ
い
て
は
、
横
超
慧
日
氏
の
「
戒
壇
に
つ
い

て
」
(
同
著
『
中
国
仏
教
の
研
究
第
三
』
法
蔵
館
、
一
ー
七
四
頁
、
一
九
七
九
年
一
一

月
)
が
詳
し
い
。
ま
た
中
国
か
ら
日
本
に
お
け
る
戒
壇
様
式
の
変
遷
に
つ
い
て
、
図
解

を
交
え
て
論
究
し
た
も
の
に
、
末
広
照
啓
氏
の
「
戒
壇
に
就
い
て
」
(
『
山
家
学
報
』
第

十
九
号
、
二
十
号
)
が
あ
る
。
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(
現
代
語
訳
)

明
禅
波
羅
蜜
門
第
三

修
禅
者
が
正
し
く
、
イ
ン
ド
伝
来
の
大
乗
仏
教
の
修
行
法
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ
1

ナ
パ
1

ラ
ミ
タ

l

の
音
訳
で
あ
る
禅
波
羅
蜜
と
い
う
名
称



を
、
経
典
や
論
書
の
中
に
探
し
求
め
れ
ば
、
修
禅
者
は
、
禅
波
羅
蜜
の
本
質
を
体
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
修
禅
者
が
、
菩
提
を
求
め
る
心
を
起
こ
し
、
自
ら
悟
り
人
々
を
悟
ら
せ
る

自
覚
覚
他
の
心
を
発
こ
す
な
ら
ば
、
絶
対
に
、
大
乗
仏
教
の
修
行
法
で
あ
る
、
禅
波

羅
蜜
の
法
門
に
入
っ
て
、
修
行
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ま
は
、
イ
ン
ド
伝
来
の
大
乗
仏
教
の
禅
波
羅
蜜
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ

て
、
そ
の
要
点
を
、
三
種
の
観
点
か
ら
解
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
は
、
大
乗
仏
教
の
修
行
法
で
あ
る
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ

1

ナ

パ
1

ラ
ミ
タ

l

の
音
訳
で
あ
る
禅
波
羅
蜜
の
法
門
に
つ
い
て
、
正
し
い
方
針
を
掲
げ

る
「
標
禅
門
」
で
あ
る
。

第
二
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ
1

ナ
パ
!
ラ
ミ
タ

1

の
音
訳
で
あ
る
禅

波
羅
蜜
の
意
味
を
説
き
明
か
す
「
解
釈
」
で
あ
る
。

第
三
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ
1

ナ
パ
l

ラ
ミ
タ

1

の
音
訳
で
あ
る
禅

波
羅
蜜
に
つ
い
て
、
教
理
や
教
学
の
面
か
ら
意
味
内
容
を
考
察
す
る
「
料
簡
」
で
あ

守
令
。

第
一
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ

1

ナ
パ
1

ラ
ミ
タ

l

の
音
訳
で
あ
る
禅

ぴ
ょ
う

波
羅
蜜
を
標
示
す
る
に
あ
た
っ
て
、
『
大
智
度
論
』
や
『
禅
秘
要
法
経
』
や
『
坐
禅

三
味
経
』
な
ど
の
論
書
や
禅
観
経
典
の
所
説
を
尋
ね
る
な
ら
ば
、
禅
波
羅
蜜
の
法
門

に
つ
い
て
、
際
限
な
く
説
い
て
い
る
。

し
か
し
、
禅
波
羅
蜜
の
法
門
の
根
本
を
究
明
す
れ
ば
、
二
種
に
限
定
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、
わ
た
し
を
構
成
す
る
物
質
面
の
肉
体
を
意
味
す
る
「
色
」
と
、
感
受
作
用
の

受
離
と
、
表
象
作
用
の
想
離
と
、
意
志
作
用
の
行
離
と
、
認
識
作
用
の
識
離
の
四
謹

か
ら
成
る
、
わ
た
し
を
構
成
す
る
精
神
面
を
意
味
す
る
「
心
」
の
二
種
に
集
約
さ
れ

守
@
。

『
次
第
禅
門
』
の
研
究
(
七
)
(
大
野
)

従
っ
て
、
『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
七
・
釈
初
品
大
慈
大
悲
義
第
四
十
二
の
備

は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

「
こ
の
世
に
存
在
し
現
象
す
る
も
の
は
、
全
て
「
名
」
と
「
色
」
の
二
種
に
限
定

さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
感
受
作
用
の
受
離
と
、
表
象
作
用
の
想
謹
と
、
意
志
作
用
の
行
離
と
、

認
識
作
用
の
識
殖
の
四
藩
か
ら
成
る
、
わ
た
し
を
構
成
す
る
精
神
面
を
意
味
す
る

「
名
」
と
、
わ
た
し
を
構
成
す
る
物
質
面
の
肉
体
を
意
味
す
る
「
色
」
と
の
二
種
に

集
約
さ
れ
る
。

も
し
修
禅
者
が
、
全
て
の
存
在
し
現
象
す
る
も
の
は
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の

実
体
が
な
く
、
直
接
的
原
因
の
因
と
間
接
的
条
件
の
縁
と
に
よ
っ
て
、
仮
に
存
在
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
観
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
感
受
作
用
と
、
表
象
作
用
と
、
意

志
作
用
と
、
認
識
作
用
と
か
ら
成
る
、
わ
た
し
を
構
成
す
る
精
神
面
の
「
名
」
と
、

わ
た
し
を
構
成
す
る
物
質
面
の
「
色
」
と
の
二
種
を
、
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

感
受
作
用
と
、
表
象
作
用
と
、
意
志
作
用
と
、
認
識
作
用
か
ら
成
る
、
わ
た
し
を

構
成
す
る
精
神
面
の
「
名
」
と
、
わ
た
し
を
構
成
す
る
物
質
面
の
「
色
」
は
、
道
理

に
暗
く
、
愚
か
さ
や
自
我
に
基
づ
い
て
考
え
る
「
療
心
」
や
「
多
想
」
を
産
み
出
す

も
と
に
な
る
。
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こ
の
世
に
存
在
し
現
象
す
る
も
の
を
思
い
は
か
つ
て
み
て
も
、
な
に
一
つ
と
し
て

「
名
」
と
「
色
」
と
に
関
わ
ら
な
い
も
の
は
な
く
、
全
て
は
「
名
」
と
「
色
」
に
統

轄
さ
れ
る
。
」
と
。

い
ま
、
わ
た
し
を
構
成
す
る
物
質
面
の
肉
体
の
欲
望
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
大

乗
仏
教
の
修
行
法
に
基
づ
く
真
実
の
法
門
で
あ
る
「
色
門
」
を
開
示
す
れ
ば
、
『
大

智
度
論
』
巻
第
二
十
一
・
釈
初
品
中
九
相
義
第
三
十
五
に
あ
る
よ
う
に
、
二
種
の
修

行
法
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
一
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。



愛
知
学
院
大
学
文
学
部

高己

要

第
三
八
号

「
八
万
四
千
あ
る
と
い
わ
れ
る
仏
教
の
修
行
法
の
中
で
、
修
禅
者
が
人
間
の
肉
体

は
汚
な
く
、
け
が
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
観
察
し
て
、
貧
欲
の
煩
悩
を
滅
す
る

「
不
浄
観
門
」
と
、
修
禅
者
が
坐
禅
中
の
自
己
の
出
入
の
息
の
数
を
数
え
て
、
心
の

散
乱
を
し
ず
め
る
「
阿
那
波
那
門
」
の
二
種
は
、
大
乗
仏
教
の
修
行
法
に
基
づ
く
真

実
の
法
円
で
あ
る
。
」
と
。

感
受
作
用
の
受
離
と
、
表
象
作
用
の
想
離
と
、
意
志
作
用
の
行
麓
と
、
認
識
作
用

の
識
離
か
ら
成
る
心
の
欲
望
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
大
乗
仏
教
の
修
行
法
に
基
づ

く
真
実
の
法
円
で
あ
る
「
色
門
」
を
開
示
す
れ
ば
、
た
だ
一
つ
の
修
行
法
に
限
定
さ

れ
る
。

『
南
本
浬
繋
経
』
巻
第
二
十
五
・
師
子
肌
菩
薩
品
第
二
十
三
之
一
は
、
次
の
よ
う

に
説
く
。

「
よ
く
心
の
は
た
ら
き
を
観
察
し
た
禅
定
を
、
素
質
や
能
力
や
性
質
が
優
れ
た
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
る
人
の
み
が
実
践
す
る
、
最
高
の
禅
定
を
意
味
す
る
「
上
定
」
と
名

づ
け
る
」
と
。

わ
た
し
を
構
成
す
る
物
質
面
の
肉
体
の
「
色
」
を
開
い
て
、
感
受
作
用
の
受
譲

と
、
表
象
作
用
の
想
離
と
、
意
志
作
用
の
行
麓
と
、
認
識
作
用
の
識
薙
か
ら
成
る

「
心
」
を
別
に
分
け
て
立
て
る
。

別
に
立
て
る
禅
波
羅
蜜
法
門
に
は
、
三
種
が
あ
る
。

一
は
、
俗
世
間
で
生
活
す
る
人
が
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
欲
望
を
抑
え
る
た
め
に

実
践
す
る
禅
の
「
世
間
禅
門
」
で
あ
る
。

二
は
、
一
切
を
捨
て
て
仏
門
に
入
っ
た
修
行
者
が
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
欲
望
を

抑
え
る
た
め
に
実
践
す
る
「
出
世
間
禅
門
」
で
あ
る
。

三
は
、
菩
薩
の
み
が
実
践
す
る
「
出
世
間
上
上
禅
門
」
で
あ
る
。

従
っ
て
、
仏
が
十
方
の
仏
や
菩
薩
を
集
め
て
大
乗
の
法
を
説
い
た
『
大
集
経
』

は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

「
別
に
立
て
る
禅
波
羅
蜜
法
門
に
は
、
修
禅
者
が
坐
禅
中
に
、
自
己
の
心
の
中
に

湧
き
出
し
て
止
ま
な
い
有
象
無
象
の
煩
悩
と
向
き
合
い
、
そ
れ
ら
の
煩
悩
を
対
治
す

る
た
め
に
、
三
種
の
坐
禅
が
あ
る
。

一
は
、
現
象
し
存
在
す
る
事
象
が
互
い
に
、
他
と
の
関
係
が
縁
と
な
っ
て
、
生
・

住
・
異
・
滅
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
俗
世
間
で
煩
悩
に
塗
れ
て
生
活
す
る
人
が
、
現

実
に
起
こ
す
日
常
の
微
か
で
弱
い
、
迷
い
の
一
お
も
い
の
心
で
あ
る
、
自
我
心
が
造

り
出
し
た
煩
悩
や
、
自
我
心
に
基
づ
い
て
実
践
し
た
行
為
の
全
て
は
、
固
定
的
不
変

的
な
独
自
の
実
体
が
な
く
、
直
接
的
原
因
の
因
と
間
接
的
条
件
の
縁
と
に
よ
っ
て
、

仮
に
存
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
観
る
こ
と
を
い
う
、
「
出
法
摂
心
」
で
あ
る
。

二
は
、
一
切
を
捨
て
て
仏
門
に
入
っ
た
修
行
者
が
、
現
実
に
起
こ
す
日
常
の
微
か

で
弱
い
、
迷
い
の
一
お
も
い
の
心
で
あ
る
、
自
我
心
が
造
り
出
し
た
煩
悩
や
、
自
我

心
に
基
づ
い
て
実
践
し
た
行
為
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
対
治
す
る
こ
と
を
い
う
、

「
減
法
摂
心
」
で
あ
る
。

三
は
、
菩
薩
の
み
が
実
践
す
る
「
出
法
摂
心
」
と
「
減
法
摂
心
」
を
交
互
に
使
い

分
け
る
禅
で
、
万
人
に
共
通
す
る
自
分
の
本
質
を
知
る
こ
と
、
己
心
に
直
参
す
る
こ

と
を
い
う
、
「
非
出
非
減
法
摂
心
」
で
あ
る
」
と
。

第
二
は
ー
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ

1

ナ
パ
l

ラ
ミ
タ

l

の
音
訳
で
あ
る
禅

波
羅
蜜
の
意
味
を
説
き
明
か
す
「
解
釈
」
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
、
俗
世
間
で
生
活
す
る
人
が
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
、
欲
望
を
抑
え

る
た
め
に
実
践
す
る
「
世
間
禅
門
」
と
、
一
切
を
捨
て
て
仏
門
に
入
っ
た
修
行
者

が
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
、
欲
望
を
抑
え
る
た
め
に
実
践
す
る
「
出
世
間
禅
門
」

と
、
菩
薩
の
み
が
実
践
す
る
「
出
世
間
上
上
禅
門
」
と
か
ら
成
る
、
禅
波
羅
蜜
法
門

に
は
、
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
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つ
ま
り
、
「
世
間
禅
門
」
「
出
世
間
禅
門
」
「
出
世
間
上
上
禅
門
」
に
つ
い
て
、
智

頭
独
自
の
解
釈
を
行
な
う
「
別
釈
」
と
、
「
世
間
禅
門
」
「
出
世
間
禅
門
」
「
出
世
間

上
上
禅
門
」
に
つ
い
て
、
智
頭
独
自
の
解
釈
を
加
え
な
い
で
、
全
て
の
仏
教
に
共
通

す
る
解
釈
を
行
な
う
「
通
釈
」
と
で
あ
る
。

第
一
に
別
釈
し
て
、
大
乗
仏
教
の
修
行
法
に
基
づ
く
真
実
の
法
門
で
あ
り
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ
l

ナ
パ
l

ラ
ミ
タ

l

の
音
訳
の
禅
波
羅
蜜
の
法
門
を
明
ら

か
に
す
れ
ば
、
禅
波
羅
蜜
法
門
は
、
よ
く
全
て
の
修
行
法
に
通
じ
、
仏
の
道
に
通
じ

る
の
で
「
能
通
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
。

「
世
間
禅
門
」
を
実
践
す
る
、
俗
世
間
で
生
活
す
る
人
は
、
人
の
身
心
を
構
成
す

る
五
慈
の
う
ち
、
第
二
の
感
受
作
用
の
受
離
・
第
三
の
表
象
作
用
の
想
離
・
第
四
の

意
志
作
用
の
行
離
・
第
五
の
認
識
作
用
の
識
離
の
四
藩
か
ら
成
る
、
心
意
識
が
起
こ

ま
み

す
妄
想
分
別
の
真
っ
只
中
に
生
き
て
お
り
、
自
我
に
塗
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
俗
世
間
で
生
活
す
る
人
は
、
大
乗
仏
教
の
修
行
法
に
基
づ
く
真
実
の
法

門
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ

l

ナ
パ
1

ラ
ミ
タ
!
の
音
訳
の
禅
波
羅

蜜
の
法
門
と
し
て
、
坐
禅
中
の
自
己
の
出
入
り
す
る
呼
吸
の
数
を
数
え
る
こ
と
か
ら

始
め
て
、
呼
吸
に
よ
っ
て
心
の
統
一
を
は
か
る
「
数
息
観
」
に
よ
っ
て
、
心
を
瞬
間
下

さ
ん
ず
ん
た
ん
で
ん

三
寸
の
丹
田
に
意
識
を
集
中
す
れ
ば
、
自
ら
つ
と
め
て
仏
の
教
え
を
実
践
す
る
心
で

あ
る
「
行
心
」
に
通
じ
る
。

俗
世
間
で
生
活
す
る
人
は
、
大
乗
仏
教
の
修
行
法
に
基
づ
く
真
実
の
法
門
と
し

て
、
『
大
品
般
若
経
』
巻
第
二
十
四
や
、
『
大
智
度
論
』
巻
第
八
十
八
や
、
『
大
集

経
』
巻
第
二
十
二
に
説
く
よ
う
に
、
色
界
の
四
段
階
の
禅
定
で
あ
る
「
四
禅
」
や
、

無
色
界
で
実
践
さ
れ
る
、
四
種
類
の
禅
定
か
ら
成
る
「
四
空
」
や
、
無
量
の
衆
生
に

対
し
て
、
慈
・
悲
・
喜
・
捨
と
い
う
四
種
の
広
大
な
心
を
起
こ
す
「
四
無
量
心
」

や
、
呼
吸
を
数
え
て
、
心
の
散
乱
を
除
く
十
六
種
類
の
特
に
優
れ
た
観
法
の
「
十
六

『
次
第
禅
門
』
の
研
究
(
七
)
(
大
野
)

特
勝
」
や
、
四
禅
と
四
空
と
滅
尽
定
と
を
発
こ
す
「
通
明
禅
」
に
至
る
ま
で
の
修
行

法
を
実
践
す
る
。
こ
れ
が
、
俗
世
間
で
生
活
す
る
人
が
実
践
す
る
、
大
乗
仏
教
の
修

行
法
に
基
づ
く
真
実
の
法
円
で
あ
る
。

ま
た
、
現
象
し
存
在
す
る
事
象
が
互
い
に
、
他
と
の
関
係
が
縁
と
な
っ
て
、
生
・

住
・
異
・
滅
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
俗
世
間
で
煩
悩
に
塗
れ
て
生
活
す
る
人
が
、
現

ひ
と

実
に
起
こ
す
日
常
の
微
か
で
弱
い
、
迷
い
の
一
お
も
い
の
心
で
あ
る
、
自
我
心
が
造

り
出
す
煩
悩
や
、
自
我
心
に
基
づ
い
て
実
践
す
る
行
為
の
全
て
は
、
固
定
的
不
変
的

な
独
自
の
実
体
が
な
く
、
直
接
的
原
因
の
因
と
間
接
的
条
件
の
縁
と
に
よ
っ
て
、
仮

に
存
在
し
て
い
る
に
過
、
ぎ
な
い
と
観
る
こ
と
を
、
「
出
法
摂
心
」
と
名
づ
け
る
。

こ
れ
ら
の
修
行
法
は
、
全
て
俗
世
間
で
生
活
す
る
人
が
実
践
す
る
修
行
法
で
あ
る

が
、
実
践
し
て
い
け
ば
、
や
が
て
、
菩
薩
の
道
へ
通
じ
、
仏
の
道
ヘ
通
じ
る
修
行
法

で
あ
る
。
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わ
た
し
を
構
成
す
る
物
質
面
の
「
色
」
を
開
い
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
デ
ィ
ヤ
!
ナ
パ
i

ラ
ミ
タ

l

の
音
訳
の
禅
波
羅
蜜
の
法
門
と
し
て
、
人
間
の
肉
体

は
汚
な
く
、
け
が
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
観
察
し
て
、
貧
欲
の
煩
悩
を
滅
す
る

「
不
浄
観
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
心
を
瞬
下
三
寸
の
丹
田
に
意
識
を
集
中
し
て
、
ム
員
欲

や
情
欲
を
静
め
れ
ば
、
人
が
迷
い
の
中
に
さ
迷
い
、
鋼
鉄
の
よ
う
に
堅
固
な
自
我
の

殻
を
破
る
心
で
あ
る
「
行
心
」
に
つ
な
が
る
。

一
切
を
捨
て
て
仏
門
に
入
っ
た
修
行
者
は
、
死
屍
が
時
と
と
も
に
腐
敗
し
て

し
ゅ
う
あ
く

醜
悪
な
姿
に
変
化
し
て
い
く
様
子
を
、
九
段
階
に
分
け
て
観
想
す
る
「
九
想
」

や
、
世
間
や
三
界
の
生
死
な
ど
一
切
の
障
難
を
除
く
た
め
に
八
種
を
念
じ
る
「
八

念
」
や
、
誤
っ
た
心
想
を
転
換
す
る
た
め
に
、
無
常
想
か
ら
始
ま
り
尽
想
に
至
る
ま

で
の
十
種
を
念
じ
る
「
十
想
」
や
、
八
種
の
禅
定
の
力
に
よ
っ
て
、
欲
貧
や
色
貧
な

と
ん
じ
ゃ
く

ど
の
貧
著
の
心
を
捨
て
る
「
八
背
捨
」
や
、
欲
界
の
目
の
対
象
で
あ
る
色
と
形
を
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意
味
す
る
色
処
を
観
察
し
、
こ
れ
を
克
服
し
て
貧
著
の
心
を
除
く
八
段
階
の
修
行
法

で
あ
る
「
八
勝
処
」
や
、
地
・
水
・
火
・
風
か
ら
始
ま
り
空
・
識
に
至
る
十
種
の
要

素
の
一
つ
一
つ
が
、
三
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
広
く
行
き
渡
っ
て
い
る
と
観
察
す
る

「
十
一
切
処
」
や
、
四
禅
・
四
無
色
定
・
滅
受
想
定
か
ら
成
る
九
種
類
の
禅
定
が
、

智
慧
が
深
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浅
い
も
の
か
ら
深
い
も
の
へ
と
次
第
に
進
み
入
る

「
九
次
第
定
」
や
、
仏
が
大
悲
の
身
を
奮
い
、
衆
生
の
素
質
や
能
力
に
応
じ
て
威
力

を
現
わ
し
、
外
道
や
二
乗
と
い
う
小
獣
を
畏
伏
さ
せ
る
と
い
う
「
師
子
奮
迅
三
味
」

や
、
不
時
解
脱
の
阿
羅
漢
が
、
四
禅
・
四
無
色
の
八
定
を
次
第
順
序
を
追
っ
て
修
め

る
の
で
は
な
く
、
よ
く
一
地
を
超
え
て
高
い
段
階
の
定
を
修
め
る
「
超
越
三
味
」
に

至
る
ま
で
の
修
行
法
を
実
践
す
る
。

こ
れ
が
一
切
を
捨
て
て
仏
門
に
入
っ
た
修
行
者
が
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
、
欲
望

を
抑
え
る
た
め
に
実
践
す
る
、
大
乗
仏
教
の
修
行
法
に
基
づ
く
真
実
の
法
円
で
あ

る
。

高己

要

第
三
八
号

ま
た
一
切
を
捨
て
て
仏
門
に
入
っ
た
修
行
者
が
、
現
実
に
起
こ
す
日
常
の
微
か
で

弱
い
、
迷
い
の
一
お
も
い
の
心
で
あ
る
、
自
我
心
が
造
り
出
し
た
煩
悩
や
、
自
我
心

に
基
づ
い
て
実
践
し
た
行
為
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
対
治
す
る
こ
と
を
い
う
、
「
減

法
摂
心
」
と
名
づ
け
る
。

こ
れ
ら
の
修
行
法
は
、
一
切
を
捨
て
て
仏
門
に
入
っ
た
声
聞
と
縁
覚
が
、
実
践
す

る
修
行
法
で
あ
る
が
、
実
践
し
て
い
け
ば
、
や
が
て
、
菩
薩
の
道
ヘ
通
じ
、
仏
の
道

へ
通
じ
る
修
行
法
で
あ
る
。

三
に
、
感
受
作
用
の
受
謹
と
、
表
象
作
用
の
想
離
と
、
意
志
作
用
の
行
離
と
、
認

識
作
用
の
識
慈
の
四
麓
か
ら
成
る
、
わ
た
し
を
構
成
す
る
精
神
面
を
意
味
す
る

「
心
」
を
開
い
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ

1

ナ
パ
1

ラ
ミ
タ

l

の
音
訳
の

禅
波
羅
蜜
の
法
門
と
し
て
、
主
観
・
客
観
の
相
を
離
れ
て
、
平
等
に
は
た
ら
く
真
実

の
智
慧
を
用
い
て
、
日
常
生
活
の
な
か
で
起
こ
る
有
象
無
象
の
心
で
あ
る
「
一
念
」

を
照
ら
し
出
し
て
、
自
己
の
本
来
の
姿
を
回
顧
し
、
反
省
し
て
修
行
実
践
し
、
自
分

自
身
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
人
が
迷
い
の
中
に
さ
迷
い
、
鋼
鉄
の
よ
う
に
堅
固
な

自
我
の
殻
を
破
る
心
で
あ
る
「
行
心
」
に
つ
な
が
る
。

菩
薩
の
み
が
実
践
す
る
禅
と
し
て
菩
薩
は
、
『
法
華
三
昧
機
儀
』
に
よ
っ
て
、
三

ぎ
ょ
う

七
・
二
十
一
日
を
期
限
と
し
て
、
仏
像
の
周
囲
を
巡
り
歩
く
行
と
、
坐
禅
と
を
兼

ら
い
ぶ
っ
さ
ん
げ
ず
き
ょ
う

修
し
、
そ
の
間
に
礼
仏
・
俄
悔
・
諸
経
な
ど
を
修
行
実
践
す
る
「
法
華
三
昧
」

も
ん
き
ょ
う

や
、
『
文
殊
師
利
所
説
般
若
波
羅
蜜
経
』
及
び
『
文
殊
師
利
問
経
』
に
よ
っ
て
、
九

十
日
間
坐
っ
た
ま
ま
心
を
静
め
て
、
た
だ
一
仏
の
名
を
称
え
る
ほ
か
余
事
を
行
な
わ

ず
、
実
相
を
観
じ
る
「
念
仏
三
昧
」
や
、
『
般
舟
三
味
経
』
に
基
づ
い
て
九
十
日
間

道
場
内
の
仏
像
の
ま
わ
り
を
巡
り
歩
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
名
を
念
じ
唱
え
る
「
般
舟

三
昧
」
や
、
詳
し
く
は
『
覚
意
三
味
』
に
明
か
す
よ
う
に
、
『
大
品
般
若
経
』
『
大
智

度
論
』
に
説
く
覚
意
三
昧
に
基
づ
い
て
修
行
す
る
「
覚
意
三
味
」
や
、
け
が
れ
を
砕

き
破
る
勇
猛
な
「
首
梼
厳
三
味
」
や
、
『
大
品
般
若
経
』
や
『
大
智
度
論
』
に
明
か

す
宝
印
三
味
や
師
子
遊
戯
三
昧
や
妙
月
三
味
な
ど
か
ら
成
る
「
百
六
の
三
昧
」
や
、

菩
薩
が
自
発
的
に
、
世
間
・
出
世
間
の
禅
を
実
践
し
て
、
止
と
観
の
禅
定
に
適
う

「
自
性
禅
」
や
、
全
て
の
煩
悩
や
惑
業
を
こ
と
ご
と
く
断
ち
尽
く
し
、
大
菩
提
と
い

う
清
浄
の
果
を
得
る
「
清
浄
浄
禅
」
に
至
る
ま
で
の
修
行
法
を
実
践
す
る
。

こ
れ
が
菩
薩
の
み
が
実
践
す
る
「
出
世
間
上
上
禅
門
」
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
は
、
菩
薩
の
み
が
実
践
す
る
「
出
法
摂
心
」
と
「
減
法
摂
心
」
と
を
交

互
に
使
い
分
け
る
禅
で
あ
る
か
ら
、
万
人
に
共
通
す
る
自
分
の
本
質
を
知
る
こ
と
、

己
心
に
直
参
す
る
こ
と
を
い
う
、
「
非
出
非
減
法
摂
心
」
と
名
づ
け
る
。

こ
れ
ら
の
修
行
法
は
、
上
に
向
か
っ
て
は
自
利
を
求
め
、
下
に
向
か
っ
て
は
利
他

の
た
め
に
衆
生
を
教
化
し
救
済
す
る
、
菩
薩
行
の
心
を
起
こ
し
た
修
行
者
が
実
践
す
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る
修
行
で
あ
る
が
、
実
践
し
て
い
け
ば
、
や
が
て
、
菩
薩
の
道
ヘ
通
じ
、
仏
の
道
へ

通
じ
る
修
行
法
で
あ
る
。

以
上
、
今
ま
で
説
い
て
き
た
内
容
は
、
坐
禅
中
の
自
己
の
出
入
す
る
呼
吸
の
数
を

数
え
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
呼
吸
に
よ
っ
て
心
の
統
一
を
は
か
る
「
数
息
観
」
と
、

わ
た
し
を
構
成
す
る
物
質
面
の
「
色
」
と
、
わ
た
し
を
構
成
す
る
精
神
面
の
「
心
」

か
ら
成
る
三
つ
の
観
点
に
あ
て
は
め
た
、
大
乗
仏
教
の
修
行
法
に
基
づ
く
真
実
の
法

円
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
デ
ィ
ヤ

1

ナ
パ
1

ラ
ミ
タ

1

の
音
訳
の
禅
波
羅

蜜
の
法
門
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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